
　
二
〇
一
六
年
度
の
年
金
額
改
定
発
表
　

　

厚
労
省
は
一
月
二
九
日
に
二
〇
一
六
年
度
の
年
金
額
改
定
に
つ
い
て
「
年
金

額
は
基
本
的
に
前
年
度
か
ら
据
え
置
き
」
と
発
表
し
た
。
例
年
の
通
り
、
一
月

末
の
金
曜
日
に
総
務
省
が
公
表
し
た
前
年
（
暦
年
）
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

に
あ
わ
せ
て
、
年
金
額
の
改
定
を
発
表
し
た
も
の
。
た
だ
し
昨
年
一
〇
月
に
施

行
さ
れ
た
被
用
者
年
金
一
元
化
法
に
よ
り
端
数
処
理
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、

月
額
で
数
円
の
増
減
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
改
定
時
期
は
二
〇
一
六
年
四
月

で
、
六
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
か
ら
新
年
度
の
額
に
な
る
。

　
年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
　

　

現
在
の
年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
は
大
要
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

「
年
金
額
は
現
役
世
代
の
賃
金
水
準
に
連
動
す
る
。
年
金
を
受
給
し
始
め
る

際
の
年
金
額
（
新
規
裁
定
年
金
）
は
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
に
よ
っ
て
改
定

し
、
受
給
中
の
年
金
額
（
既
裁
定
年
金
）
は
購
買
力
に
着
目
し
て
物
価
変
動
率

に
よ
っ
て
改
定
す
る
。
ま
た
、
給
付
と
負
担
の
長
期
的
な
均
衡
を
保
つ
観
点
か

ら
、
賃
金
水
準
の
変
動
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
物
価
水
準
の
変
動
が
プ
ラ
ス
と
な
る

場
合
に
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
能
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
と
も
に
ス
ラ
イ
ド
無
し
と
す
る
（
し
た
が
っ
て
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
調
整
も
適
用
さ
れ
な
い
）
。
」

　

二
〇
一
六
年
度
の
年
金
額
改
定
に
用
い
る
指
標
は
、
昨
年
と
ち
が
い
「
物
価

ス
ラ
イ
ド
特
例
」
な
ど
の
特
殊
要
素
が
な
く
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
と
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
み
が
年
金
額
改
定
の
指
標
と
な
っ
た
。

　
基
礎
と
な
る
指
標
　

＊
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
：
▲
〇
・
二
％

＊
物
価
変
動
率
：
＋
〇
・
八
％

＊
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
：
▲
〇
・
七
％

　

以
上
の
よ
う
に
賃
金
変
動
率
が
マ
イ
ナ
ス
、
物
価
変
動
率
が
プ
ラ
ス
な
の
で
、

新
規
裁
定
、
既
裁
定
と
も
ス
ラ
イ
ド
無
し
・
据
え
置
き
と
な
っ
た
。

＜

今
回
の
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率＞

　

前
年
の
物
価
変
動
率
に
二
年
度
前
か
ら
四
年
度
前
ま
で
の
三
年
度
平
均
の
実

質
賃
金
変
動
率
と
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率
を
乗
じ
た
も
の
。

実
質
賃
金
変
動
率
（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
年
度
の
平
均
）
▲
〇
・
八
％
×
物

価
変
動
率
（
二
〇
一
五
年
度
の
値
）
〇
・
八
％
×
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率

（
二
〇
一
三
年
度
の
変
化
率
）
▲
〇
・
二
％
＝
二
〇
一
六
年
度
の
名
目
手
取
り

賃
金
変
動
率
：
▲
〇
・
二
％

＜

今
回
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率＞

　

二
〇
〇
四
年
制
度
改
定
時
に
導
入
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
憲
法

の
財
産
権
も
念
頭
に
名
目
下
限
方
式
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
特

例
が
解
消
さ
れ
た
後
に
発
動
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
が
終
了
し
た
二

〇
一
五
年
度
に
初
め
て
発
動
さ
れ
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
調
整
率
は
、
平
均
余
命
の
伸
び
率
（
受
給
者
数
増
）
に
対
応
す
る

▲
〇
・
三
％
（
定
数
扱
い
）
と
、
過
去
三
年
の
公
的
年
金
被
保
険
者
数
の
変
動

率
（
保
険
料
支
払
者
の
減
少
）
の
和
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
～
二
〇
一
三
年
度
の
被
保
険
者
数
減
か
ら
導
か
れ
る
調
整
率
は
▲

〇
・
四
％
で
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
一
六
年
度
の
合
計
調
整
率
は
▲
〇
・
七
％
と

さ
れ
た
。

　「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
つ
い
て
論
議
を
深
め
る
必
要
　

　

前
述
の
よ
う
に
、
昨
年
初
め
て
発
動
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
今
年

再
び
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
現
受
給
者
の
所
得
代
替
率
は
高
止
ま
り
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
や
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
で
は
、
「
保

険
料
上
限
固
定
方
式
の
下
で
は
、
現
受
給
世
代
の
所
得
代
替
率
が
高
止
ま
り
し

て
い
る
こ
と
を
速
や
か
に
是
正
し
な
い
と
、
将
来
の
年
金
受
給
世
代
の
所
得
代

替
率
が
低
下
し
す
ぎ
る
」
と
の
危
惧
か
ら
、
繰
り
返
し
「
名
目
下
限
を
撤
廃
し

て
デ
フ
レ
下
で
も
調
整
を
発
動
す
べ
き
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
現
受
給
世
代
と
将
来
受
給
世
代
の
年
金
水
準
を
均
衡
さ

せ
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
自
体
は
受
け
い
れ
る
が
、
制
度
発
足
時

の
約
束
で
あ
る
名
目
下
限
は
堅
持
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
た
。

　

二
〇
一
五
年
春
の
厚
労
省
と
与
党
の
調
整
で
は
、
現
行
制
度
と
名
目
下
限
撤

廃
の
中
間
を
と
っ
て
「
調
整
率
は
毎
年
適
用
す
る
が
、
名
目
年
金
額
は
前
年
金

額
を
下
回
ら
な
い
調
整
に
と
ど
め
、
調
整
で
き
な
か
っ
た
分
は
翌
年
以
降
に
繰

り
越
し
て
累
積
さ
せ
る
（
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
）
」
方
式
が
検
討
さ
れ
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
た
が
、
法
案
は
出
な
か
っ
た
。
地
公
退
は
、
こ
の
方
式
は
現
行
制

度
よ
り
は
年
金
額
抑
制
強
化
に
な
る
が
、
名
目
下
限
維
持
の
範
囲
内
と
し
て
受

け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
と
認
識
し
て
き
た
。

　

年
金
額
を
抑
制
し
な
く
て
も
、
良
質
な
雇
用
で
被
保
険
者
を
増
加
さ
せ
、
賃

上
げ
を
実
現
す
れ
ば
、
年
金
財
政
安
定
、
ス
ラ
イ
ド
調
整
の
早
期
終
了
、
将
来

受
給
者
の
所
得
代
替
率
維
持
が
可
能
に
な
る
。
本
来
、
こ
の
た
め
の
政
策
こ
そ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
仮
に
こ
れ
ら

が
前
進
し
な
け
れ
ば
現
制
度
や
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
制
の
下
で
は
所
得
代
替
率

が
高
止
ま
り
し
続
け
、
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間
が
延
び
る
こ
と
で
、
確
実
に
子
や

孫
た
ち
の
年
金
水
準
は
低
い
も
の
に
な
る
。

　

私
た
ち
は
、
「
市
場
原
理
主
義
に
基
づ
く
一
方
的
な
社
会
保
障
切
り
捨
て
論
」
、

「
人
件
費
で
あ
る
社
会
保
険
料
負
担
を
避
け
る
た
め
だ
け
に　

現
役　

の
顔
を

し
て
世
代
間
対
立
を
あ
お
る
経
営
者
」
、
「
現
在
の
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
正
確

な
理
解
を
欠
く
空
論
」
の
文
脈
か
ら
く
る
削
減
攻
撃
と
は
し
っ
か
り
と
争
う
が
、

「
労
働
者
が
退
職
後
に
生
活
し
て
い
け
る
年
金
制
度
を
子
や
孫
に
引
き
継
ぐ
」

た
め
の
世
代
間
労
働
者
連
帯
の
文
脈
で
は
柔
軟
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

受
給
者
と
し
て
年
金
額
の
抑
制
や
切
り
下
げ
を
望
む
も
の
は
い
な
い
が
、
自

分
た
ち
の
生
活
権
と
、
社
会
化
さ
れ
た
扶
養
で
あ
る
年
金
制
度
を
将
来
も
維
持

安
定
さ
せ
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
、
今
後
い
か
に
す
べ
き
か
の
論
議
は

避
け
て
通
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

安
倍
政
権
は
昨
年
九
月
、
国
民
の
強
い
反
対
の
声
を
無
視
し
、
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
・
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
へ
の
加
担
を
可
能
と
す
る
「
平
和
安
全
保
障
関
連

法
」
（
戦
争
法
）
を
強
行
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
月
の
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
も
、
憲
法
九
条
改
正
に
向
け
頑
迷
な
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
参
画
し
て
い
る
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
は
、
戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
「
戦
争
法
の
廃
止
を

求
め
る
統
一
署
名
」
を
決
定
し
、
全
国
で
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
公

退
も
昨
年
一
二
月
の
役
員
会
で
署
名
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
、
地

域
・
退
職
者
組
織
毎
に
署
名
の
成
功
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

署
名
の
第
一
次
集
約
日
は
、
四
月
二
五
日
で
す
が
、
各
構
成
組
織
は
そ
れ
よ

り
前
の
締
切
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
法
の
廃
止
に
向
け
署
名
の
成
功
に
向
け
た
会
員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一
月
二
八
日
、
地
公
退
・
自
治
退
は｢

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
と
問
題
点｣

を
学
習
す

る
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
詳
し
く
農
業
政
策
の
提
言
を
続
け
る
元
農
水
省
職
員

で
現
在
東
京
大
学
教
授
の
鈴
木
宣
弘
氏
を
講
師
に
、
合
同
学
習
会
を
開
催
し
た
。

　

学
習
会
の
中
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
合
意
が
、
二
〇
一
三
年
の
国
会
決
議
に
著
し

く
反
し
、
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

自
動
車 

の
利
益
確
保
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
恩
恵
（
関
税
撤
廃
の
）
を

得
る
た
め
、
日
本
は
「
原
産
地
規
則
」
を
低
く
す
る
こ
と
を
求
め
Ｔ
Ｐ
Ｐ
域
内

で
の
部
品
調
達
率
三
〇
％
を
主
張
し
た
が
五
五
％
ま
で
譲
り
、
実
質
的
な
日
本

車
（
域
内
で
の
調
達
率
が
低
い
）
の
関
税
撤
廃
は
困
難
と
な
る
。
逆
に
ア
メ
リ

カ
の
大
型
車
へ
の
関
税
は
二
九
年
間
二
五
％
の
関
税
が
適
用
さ
れ
続
け
る
。

　

医
薬
品 

に
つ
い
て
は
、
米
国
は
巨
大
製
薬
会
社
の
利
益
保
護
の
た
め
特
許

の
保
護
期
間
「
二
〇
年
」
を
主
張
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
「
五
年
」
を
主

張
し
対
立
し
た
が
、
日
本
政
府
は
、
期
間
の
明
示
に
つ
い
て
玉
虫
色
の
曖
昧
妥

結
を
は
か
っ
た
。

　

重
要
五
品
目
（
コ
メ
、
牛
肉
、
豚
肉
、
乳
製
品
、
麦
）
は
「
対
象
か
ら
除
外
、

関
税
の
撤
廃
も
認
め
な
い
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
質
的
に
輸
入
枠
の
設
定
や

関
税
引
き
下
げ
に
よ
り
、
安
価
な
農
産
物
が
輸
入
さ
れ
、
日
本
の
農
業
は
深
刻

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
（
投
資
家
対
国
家
紛
争
解
決
条
項
）
に
つ
い
て
、
「
国
の
主
権

を
損
な
う
よ
う
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
合
意
し
な
い
こ
と
」
と
な
っ
て
い
た
が
、

日
本
政
府
は
賛
成
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
最
後
ま
で
反
対
し
、
「
せ
め
て
、

人
の
命
と
環
境
に
係
わ
る
措
置
は
、
企
業
の
利
益
よ
り
重
い
の
だ
か
ら
訴
訟
の

対
象
か
ら
除
外
し
ろ
」
と
主
張
し
た
が
タ
バ
コ
を
除
い
て
企
業
が
国
家
を
訴
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

影
響
試
算
額
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
貿
易
や
投
資
の
拡
大
で
雇
用
が
拡
大
し
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
を
一
四
兆
円
押
し
上
げ
る
」
と
宣
伝
し
て
い
る
が
、
投
資
や
人
の
移
動
の

自
由
化
で
労
働
力
の
競
合
が
お
こ
り
、
日
本
人
の
雇
用
が
減
り
賃
金
が
下
が
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
利
益
拡
大
に
の
み
プ
ラ
ス
に
な
る
だ
け
。
露
骨
な
情
報
操

作
で
、
影
響
試
算
額
が
変
更
さ
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
・
二
兆
円
が
一
三
・
六
兆
円

に
増
額
、
農
林
水
産
生
産
額
の
減
額
は
、
三
・
二
兆
円
か
ら
一
五
〇
〇
億
円
に

減
少
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
農
林
水
産
生
産
額
の
減
額
は
東
大
鈴
木
研
究

室
の
試
算
で
は
一
兆
円
以
上
の
影
響
が
出
る
。

　

コ
メ
の
価
格
は
一
〇
年
前
の
半
分
以
下
に
な
り
農
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。
し

か
も
民
主
党
時
代
の｢

戸
別
所
得
補
償
政
策｣

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
も
や
め

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
米
価
は
下
が
る
。
そ
れ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
一
〇
万
ト
ン
の
コ
メ

が
輸
入
さ
れ
増
え
る
。
政
府
は
「
ア
メ
リ
カ
産
は
隔
離
す
る
か
ら
コ
メ
の
値
段

は
下
が
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
市
場
に
ど
ん
ど
ん
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

「
バ
タ
ー
が
足
り
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
餌
代
が
上
が
っ
て

も
乳
価
が
巨
大
小
売
り
企
業
に
よ
り
抑
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
所
得
が
減
り
み

ん
な
倒
産
し
て
い
る
か
ら
。
政
府
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
七
円
も
価
格
が
下
が
る
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
い
た
ら
バ
タ
ー

だ
け
で
な
く
、
飲
用
牛
乳
が

棚
か
ら
消
え
る
。
「
そ
れ
で

も
良
い
ん
だ
」
、
と
言
っ
て

い
る
。
「
牛
乳
も
コ
メ
も
作

れ
な
い
国
に
な
っ
て
も
良
い

ん
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

「
過
保
護
な
日
本
農
業
を

競
争
に
さ
ら
し
て
強
く
す
る｣

と
言
っ
て
い
る
が
、
日
本
の

農
業
所
得
に
占
め
る
補
助
金
の
割
合
は
一
五
・
六
％
だ
が
Ｅ
Ｕ
で
は
九
〇
％
以

上
の
国
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
農
家
も
平
均
的
に
五
〇
％
前
後
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
農
産
物
の
関
税
も
コ
メ
と
か
高
い
品
目
は
一
割
し
か
な
く
、
野

菜
が
三
％
、
花
は
〇
％
、
こ
ん
な
に
低
い
関
税
は
日
本
だ
け
。
平
均
す
る
と
一

一
・
七
％
で
Ｅ
Ｕ
の
半
分
し
か
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
は
世
界
戦
略
と
し
て
、
「
食
料
自
給
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
」
の
問
題
と
し
て
位
置
付
け
、
コ
メ
を
一
俵
四
千
円
程
度
で
世
界
に
売

り
さ
ば
き
、
生
産
農
家
に
は
一
俵
一
万
二
千
円
と
か
で
、
多
い
年
に
は
年
間
一

兆
円
使
っ
て
輸
出
向
け
の
差
額
補
て
ん
を
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
こ
そ
が
、
も

の
す
ご
い
食
料
戦
略
。
「
食
料
は
武
器
で
あ
る
」
と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
輸
出
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
三
九
％
ま
で
落
ち
て
い
る
。

　

「
牛
丼
・
豚
丼
が
安
く
な
る
」
と
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
牛
肉
は
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
が
六
〇
〇
倍
も
入
っ
て
い
る
、
発
癌
性
が
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
日

本
で
は
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
輸
入
は
「
Ｏ
Ｋ
」
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｕ
な
ど
の
国
は
、
「
国
内
が
禁
止
」
な
ら
「
輸
入
も
禁
止
」
。

　

乳
製
品
も
同
じ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
注
射
で
乳
量
が
二

割
も
増
え
る
が
、
今
や
乳
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
の
発
症
率
が
何
倍
に
も
な
っ
て

お
り
、
ウ
ォ
ー
ル
マ
ー
ト
や
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
う
し
た
牛

乳
の
不
使
用
を
証
明
し
て
い
る
が
、
日
本
へ
の
輸
入
は
港
を
素
通
り
し
、
表
示

義
務
が
な
い
ま
ま
み
ん
な
食
べ
て
い
る
。

　

日
本
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
九
七
％
、
大
豆
の
七
一
％
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
、

日
本
の
消
費
す
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
約
八
〇
％
、
大
豆
の
約
七
〇
％
は
既
に
遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
を
さ
ら
に
コ
メ
や
小
麦
に
拡

大
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

規
制
改
革
の
旗
印
の
下
に
、
国
民
の
生
活
を
犠
牲
に
し
て
私
益
を
追
求
す
る

「
今
だ
け
・
金
だ
け
・
自
分
だ
け
」
の
「
三
だ
け
主
義
」
の
露
骨
な
金
儲
け
の

横
行
は
目
に
余
る
。

　

食
料
関
連
産
業
の
生
産
規
模
は
一
九
八
〇
年
の
四
八
兆
円
か
ら
二
〇
〇
五
年

の
七
四
兆
円
に
拡
大
し
た
が
、
農
家
の
取
り
分
は
一
二
兆
円
か
ら
九
兆
円
に
減

少
し
、
農
業
段
階
で
の
取
り
分
シ
ェ
ア
は
二
六
％
か
ら
一
三
％
に
落
ち
込
ん
で

い
る
。
巨
大
な
小
売
り
の
取
引
交
渉
力
が
強
す
ぎ
、
い
わ
ゆ
る
「
買
い
た
た

き
」
現
象
を
招
き
、
農
家
の
取
り
分
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
造
が
世
界

的
に
見
て
も
日
本
が
一
番
ひ
ど
い
。

　

農
業
の
一
時
間
当
た
り
の
所
得
は
稲
作
で
四
〇
〇
円
、
他
の
作
物
を
入
れ
た

平
均
で
も
五
〇
〇
円
前
後
、
他
産
業
と
の
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
で
頑
張
っ
て
作
っ
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
て
も
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る
の
か
？

　

こ
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
、
本
当
に
作
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
る
。

そ
の
う
え
で
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
進
め
る
の
だ
か
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

　

ス
イ
ス
の
国
産
た
ま
ご
は
一
個
八
〇
円
で
、
輸
入
物
の
五
倍
ぐ
ら
い
す
る
が
、

そ
の
方
が
売
れ
て
い
た
。
小
学
生
に
聞
い
た
ら
、
「
こ
れ
を
買
う
こ
と
で
生
産

者
の
皆
さ
ん
の
生
活
も
支
え
ら
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
私
た
ち
の
生
活
も
成
り
立

つ
の
だ
か
ら
当
た
り
前
で
し
ょ
」
と
答
え
た
。
「
食
料
生
産
を
、
人
に
優
し
く
、

環
境
に
優
し
く
、
動
物
に
も
景
色
に
も
優
し
く
す
れ
ば
で
き
た
も
の
は
本
物
で

安
全
で
美
味
し
い
。
そ
の
代
わ
り
国
民
は
こ
れ
を
『
当
た
り
前
の
価
値
』
と
し

て
支
え
る
」
と
い
う
こ
と
。

　

日
本
に
は
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
そ
の
も
の
が
な
い
。
食
料
に
つ
い
て
消
費
者

の
立
場
か
ら
、
「
農
家
保
護
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
自
分
の
食
料
を
ど
う

守
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
う
問
題
と
し
て
応
分
の
負
担
を
如
何
に
す
る
の
か
を

考
え
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
自
分
た
ち
の
命
の
問
題
で
あ
り
環
境
の
問

題
で
も
あ
る
。
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